
　　　　もうすぐ1年生ですもうすぐ1年生です

3月23日、 口羽保育所の卒園式で

　　手をつなぐ仲良し４人組
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予算編成
のテーマ

工事が本格化する道の駅瑞穂工事計画図

一般会計１５９億５１００万円

昨年度に続 　く高額予算 ３月
定例会

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
、

　

さ
ら
に
進
め
よ
う

す
。

　

ま
た
、
地
方
債
（
借
金
）

借
入
額
は
、
前
年
度
よ
り
約

６
億
８
５
９
１
万
円
減
っ
て
い

ま
す
が
、
約
34
億
６
１
０
０
万

円
も
あ
り
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
報
告
さ
れ
た
中
期
財

政
計
画
（
今
後
５
年
間
の
歳
入

歳
出
な
ど
の
見
込
み
）
で
も
、

現
在
同
時
進
行
し
て
い
る
大
型

起
債
事
業
に
よ
り
令
和
９
年
度

か
ら
は
公
債
費
（
返
済
に
充
て

る
お
金
）
が
18
億
円
を
超
え
る

見
込
み
で
、
今
後
は
事
業
費
の

抑
制
や
計
画
的
な
起
債
、
返
済

が
必
要
だ
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

を
含
む
シ
ス
テ
ム
改
修
に
関
す

る
負
担
金
、
道
路
橋
梁
関
係
の

継
続
事
業
費
や
人
件
費
の
増
な

ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

一
方
歳
入
で
は
、
町
税
収
入

は
前
年
度
よ
り
約
６
１
０
０
万

円
減
少
し
て
い
ま
す
。
地
方

交
付
税
は
前
年
度
よ
り
約

　３月定例会を３月４日から15
日まで12日間にわたって開催し
ました。令和６年度当初予算を
含む町長提出58議案と、発委１
議案、発議２議案を審議し、す
べてを可決しました。
　発委は、執行部の機構改革に
伴う議会委員会条例の一部改正

（６ページ参照）です。
　発議は、株式会社雲海の倒産
による債権放棄に対する附帯決

議（５ページ参照）と、議会議
員の報酬及び費用弁償に関する
条例の一部改正（６ページ参照）
です。
　他にも、地域資源活用技術習
得施設（食の学校）調査特別委
員会の設置（４ページ参照）も
決めました。
　令和６年度当初予算は、３月
６日から７日に亘って連合常任
委員会で審査しました。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
前
年
度
よ
り
２
０
０
０
万

円
減
の
１
５
９
億
５
１
０
０
万

円
の
大
型
予
算
と
な
り
ま
し

た
。
特
別
会
計
を
含
め
る
と
前

年
度
よ
り
１
０
億
９
１
５
０
万

円
減
の
１
８
３
億
１
５
５
０
万

円
で
す
が
、
こ
れ
は
水
道
事
業

が
特
別
会
計
か
ら
公
営
企
業
会

計
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
る
減

額
で
す
。

　

大
型
予
算
の
理
由
は
、
大
型

建
設
事
業
で
あ
る
「
石
見
中
学

校
建
設
事
業
」「
邑
智
病
院
本

館
建
替
え
事
業
」「
道
の
駅
瑞

穂
再
整
備
事
業
」
及
び
「
脱
炭

素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
」
の

継
続
が
大
き
な
要
因
で
す
。

　

こ
の
他
、「
い
わ
み
温
泉
活

用
施
設（
霧
の
湯
）改
修
事
業
」、

国
が
進
め
る
シ
ス
テ
ム
標
準
化

大
型
継
続
事
業

厳
し
い
予
算
編
成

２
億
７
４
５
万
円

増
額
し
て
い
ま
す

が
、基
金
（
貯
金
）

を
繰
り
入
れ
て
予

算
を
編
成
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

　

財
政
調
整
基

金
（
財
源
不
足
を

補
う
貯
金
）
約

１
億
４
６
２
０
万

円
な
ど
総
額
７
億

３
９
４
２
万
円
を

繰
り
入
れ
て
い
ま
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一般会計１５９億５１００万円

昨年度に続 　く高額予算　 Ｒ ６ 年 度　

　当初予算　

令和６年度一般会計及び特別会計の当初予算

予算
比較増減

増減率
(%)

基金(積立金)残高見込 町債(借入金)残高見込

令和５年度 令和６年度 令和５年度末 令和６年度末 令和５年度末 令和６年度末

一般会計 159億7100万円 159億5100万円 △2000万円 △0.1% 56億7644万円 52億 924万円 144億 714万円 187億4028万円

国民健康保険 13億2000万円 12億9300万円 △2700万円 △2.0% 9215万円 4050万円 0万円 0万円

直営診療所 1億3450万円 1億3850万円 400万円 3.0% 0万円 0万円 1億7683万円 1億6290万円

後期高齢者医療 3億7350万円 4億1200万円 3850万円 10.3% 0万円 0万円 0万円 0万円

下水道 10億4000万円 ― △1億4000万円 皆減　 0万円 ― 39億9639万円 ―

電気通信 5億6800万円 5億2100万円 △4700万円 △8.3% 1億4431万円 1億5371万円 6億2111万円 10億2660万円

特別会計合計 34億3600万円 23億6450万円 △10億7150万円 △31.2% 2億3646万円 1億9421万円 47億9433万円 11億8950万円

総合計 194億4070万円 183億1150万円 △10億9150万円 △5.6% 59億1290万円 54億 345万円 192億 147万円 199億2978万円

　

６
年
度
予
算
は
、
予
算
編
成

テ
ー
マ
を
実
現
す
る
た
め
に
５

点
の
大
項
目
を
設
定
し
、
そ
れ

ぞ
れ
に
重
点
項
目
を
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

１
点
目
は「
物
価
高
騰
対
策
」

で
す
。
低
所
得
世
帯
へ
の
支
援

給
付
や
学
校
給
食
費
の
支
援
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

２
点
目
は
「
多
様
性
が
尊
重

さ
れ
す
べ
て
の
人
が
力
を
発
揮

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
で

す
。
20
周
年
記
念
式
典
、
地
区

別
戦
略
、
地
域
運
営
組
織
設
立

支
援
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

３
点
目
は
「
少
子
化
対
策
・

こ
ど
も
政
策
の
抜
本
強
化
」
で

す
。「
子
ど
も
ま
る
ご
と
相
談

室
」
の
拡
充
、
子
ど
も
医
療
費

無
償
化
の
対
象
年
齢
の
引
き
上

げ
、
不
妊
治
療
事
業
で
の
交
通

費
助
成
な
ど
の
新
規
事
業
（
５

ペ
ー
ジ
参
照
）
に
加
え
て
「
こ

ど
も
計
画
」
の
策
定
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

４
点
目
は
「
人
材
確
保
と
町

内
産
業
の
活
力
増
進
」
で
す
。

町
内
企
業
の
人
材
確
保
対
策
、

「
お
お
な
ん
地
域
づ
く
り
事
業

組
合
」
へ
の
支
援
、
道
の
駅
瑞

穂
再
整
備
事
業
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
用
に
よ
る
農
林
業
観

光
人
材
確
保
、
有
機
農
業
等
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
振
興
、
食

育
と
地
産
地
消
、「
神
紅
」
の

産
地
化
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

活
用
し
た
「
霧
の
湯
」
の
整
備

再
開
、
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取

組
み
、
コ
ロ
ナ
後
の
観
光
振

興
、
久
喜
銀
山
の
保
存
活
用
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

５
点
目
は
「
行
財
政
改
革
の

着
実
な
実
行
」
で
す
。
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
に
沿
っ
た

施
設
削
減
、
内
部
統
制
の
取
組

み
継
続
、
行
財
政
改
善
な
ど
の

他
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」「
第
２
次
総

合
振
興
計
画
」
な
ど
が
終
了
年

度
を
控
え
て
お
り
、
更
新
に
向

け
た
幅
広
い
意
見
聴
取
な
ど
の

費
用
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
や
、
Ａ
Ⅰ
活
用
に
向

け
た
指
針
の
策
定
も
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

重
点
目
標
項
目

※千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。
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特
別
委
員
会
を
設
置

　

「食
の
学
校
」
機
材
は
ど
こ
へ

会期中に現地確認を行った時の食の学校の内部

水道事業
予算

比較増減
増減率
(%)

企業債(借入金)残高見込

令和５年度 令和６年度 令和５年度末 令和６年度末

収益的収支
収入 4億2563万円 4億    3万円 △2560万円 △6.0%

21億8677万円 21億5539万円
支出 4億1591万円 3億9494万円 △2097万円 △5.0%

資本的収支
収入 3億8346万円 4億6921万円 8575万円 22.4%

支出 5億7692万円 6億4427万円 6735万円 11.7%

下水道事業
予算

比較増減
増減率
(%)

企業債(借入金)残高見込

令和５年度 令和６年度 令和５年度末 令和６年度末

収益的収支
収入 ― 7億7413万円 7億7413万円 皆増

― 32億 185万円
支出 ― 7億7413万円 7億7413万円 皆増

資本的収支
収入 ― 4億8358万円 4億8358万円 皆増

支出 ― 6億9123万円 6億9123万円 皆増

令和６年度公営企業会計の当初予算

に
あ
る
物
は
現
在
も
残
っ
て
お

り
（
動
か
せ
な
い
作
り
付
け
保

冷
庫
や
、
調
理
台
な
ど
）、
委

託
料
は
講
座
の
企
画
、
運
営
の

た
め
の
も
の
だ
と
説
明
し
、
当

時
の
状
況
を
調
べ
る
と
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
議

会
で
は
調
査
特
別
委
員
会
を
立

ち
上
げ
、
執
行
部
に
対
し
、
委

託
内
容
や
状
況
の
精
査
と
報
告

を
求
め
る
事
と
し
ま
し
た
。

　

町
は
、
令
和
５
年
１
月
に
Ａ

級
グ
ル
メ
の
看
板
を
下
ろ
し
、

今
後
は
地
産
地
消
を
進
め
て
い

く
と
し
ま
し
た
。
そ
の
時
、
業

務
委
託
を
受
け
て
い
た
ビ
レ
ッ

ジ
プ
ラ
イ
ド
は
「
食
の
学
校
」

か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

　

５
年
度
か
ら
食
育
を
推
進
す

る
と
し
て
教
育
委
員
会
の
所
管

と
な
り
、
６
年
度
予
算
に
「
食

の
学
校
運
営
費
」
の
名
目
で

80
万
４
０
０
０
円
の
予
算
が
上

が
っ
て
お
り
、何
に
使
う
の
か
、

１
年
間
何
を
し
て
い
た
の
か
、

な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
聞
で
報
道
さ
れ
た

よ
う
に
、
施
設
に
あ
っ
た
ほ
と

ん
ど
の
機
材
が
無
い
こ
と
の
理

由
も
問
い
、
ビ
レ
ッ
ジ
プ
ラ
イ

ド
の
所
有
物
だ
っ
た
た
め
搬
出

し
た
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
議
会
か
ら
は
、

業
務
委
託
す
る
時
に
建
物
だ
け

と
い
う
事
は
な
い
は
ず
だ
。
必

要
最
低
限
の
物
は
町
が
用
意
し

た
は
ず
だ
。
そ
れ
と
も
、
年
間

８
０
０
万
円
あ
っ
た
委
託
料
か

ら
機
材
は
揃
え
る
約
束
で
、
そ

の
高
額
な
委
託
料
を
出
し
て
い

た
の
か
。
な
ど
、
疑
問
の
声
が

上
が
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
は
、
町
の
備
品
台
帳

※千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。
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附
帯
決
議
案
を
採
択

　

不
妊
治
療
に
伴
う
交
通
費
の

助
成
は
、
医
療
費
助
成
利
用
者

か
ら
の
聞
取
り
調
査
で
、
通
院

の
た
め
の
交
通
費
が
こ
の
治
療

を
継
続
す
る
上
で
の
負
担
に
な

る
こ
と
が
わ
か
り
、
上
限
を
15

回
と
し
て
助
成
し
て
い
く
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
む
つ
等
定
期
便
事

業
は
、
子
育
て
の
費
用
負
担
の

軽
減
と
、
月
に
１
回
、
保
健
師

　

令
和
６
年
度
よ
り
、
新
た
な

子
育
て
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
内
容
は
、
高
校
生
ま
で
の

医
療
費
の
無
償
化
、
不
妊
治
療

に
伴
う
交
通
費
の
助
成
、
お
む

つ
等
定
期
便
事
業
、
マ
タ
ニ
テ

ィ
べ
ジ
ボ
ッ
ク
ス
事
業
、
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
な
ど
が
ス
タ

ー
ト
し
、
邑
南
町
の
子
育
て
支

援
が
さ
ら
に
充
実
し
て
い
き
ま

す
。

や
サ
ポ
ー
タ
ー
等
が
配
達
し
対

面
で
行
う
状
況
把
握
や
相
談
対

応
す
る
こ
と
で
、
不
安
の
軽
減

や
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
べ
ジ
ボ
ッ
ク
ス

事
業
は
、
月
に
１
回
、
妊
娠
届

翌
月
か
ら
出
産
す
る
ま
で
町
内

産
食
材
を
、
提
供
す
る
事
業
と

な
り
ま
す
。
目
的
は
、
食
材
提

供
を
通
じ
て
町
内
産
野
菜
摂
取

の
普
及
等
、
妊
娠
期
か
ら
の
健

康
づ
く
り
や
、
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
食
生
活
改
善
の
確
立
を
め

ざ
す
こ
と
と
、
町
内
産
食
材
の

利
用
促
進
に
よ
る
地
産
地
消
や

食
育
の
推
進
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

新
た
に
、６
年
度
よ
り
結
婚
、

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
、
と
多

岐
に
わ
た
り
支
援
事
業
が
充
実

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

休
業
時
の
町
の
支
援
に
つ
い
て

も
疑
問
が
残
り
ま
す
。

　

今
回
の
破
産
は
一
概
に
経
営

能
力
の
問
題
と
は
言
え
な
い
部

分
が
あ
り
、
債
権
放
棄
に
あ
た

り
対
応
の
過
程
の
公
開
が
必
要

で
す
。

　

こ
の
債
権
を
放
棄
す
る
に
あ

た
り
、
町
長
に
対
し
、
い
こ
い

の
村
、
香
木
の
森
の
納
付
金
の

金
額
設
定
の
正
当
性
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
（
株
）
雲
海
へ
の
支
援

の
妥
当
性
及
び
町
の
債
権
（
納

付
金
）
の
請
求
・
回
収
事
務
に

つ
い
て
検
証
し
、
速
や
か
に
報

告
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　

発
議
第
一
号
は
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

た
。

　

(

討
論
は
７
ペ
ー
ジ
参
照)

新
た
な
事
業
を
開
始

すくすく育て！邑南っ子

令
和
元
年
度
い
こ
い
の
村
・

香
木
の
森
公
園
指
定
管
理
に
か

か
る
納
付
金
に
つ
い
て
、
４
年

度
決
算
に
お
い
て
１
２
０
０
万

円
が
収
入
未
済
額
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
度
、（
株
）

雲
海
の
破
産
管
財
人
よ
り

３
８
５
万
７
７
７
２
円
配
当
の

通
知
が
あ
り
、
収
入
未
済
額
と

の
差
額
８
１
４
万
２
２
２
８
円

に
つ
い
て
不
納
欠
損
の
処
理
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
債
権
放

棄
の
議
決
が
必
要
で
す
。

議
案
第
49
号
権
利
の
放
棄

で
、
債
権
放
棄
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
採
決
の
結
果
全
員
賛

成
で
可
決
し
ま
し
た
。

発
議
第
１
号

議
案
第
49
号
権
利
の
放
棄
に

対
す
る
附
帯
決
議
に
つ
い
て
、

大
屋
議
員
よ
り
議
案
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
権
利
の
放
棄

に
つ
い
て
、
町
長
は
検
証
す
る

と
述
べ
て
お
り
、
改
め
て
そ
れ

を
要
求
す
る
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
１
５
０
０
万
円

の
納
付
金
が
妥
当
で
あ
っ
た
か

疑
問
が
残
り
ま
す
。

発
議
を
提
案
す
る
大
屋
議
員
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公
共
施
設
の
適
正
管
理
に
向
け
て

資
産
経
営
課
を
新
設

　

目
的
は
、
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
の
着
実
な
推
進
の
た

め
に
、
現
在
、
各
課
が
所
管
し

て
い
る
公
共
施
設
を
資
産
経
営

課
が
総
合
的
に
適
正
管
理
し
、

町
民
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ

せ
て
見
直
し
を
し
ま
す
。

　

議
員
か
ら
は
、

•
６
年
度
の
予
算
は
現
課
で
あ

　

る
総
務
課
や
建
設
課
で
組
ま

　

れ
て
い
る
。
新
年
度
か
ら
区

　

分
け
が
で
き
る
の
か
。

•
行
財
政
改
革
で
課
を
削
減
し

　

て
い
る
の
に
、
今
回
の
新
設

　

は
逆
行
し
て
い
な
い
か
。

•
指
定
管
理
に
関
す
る
こ
と
も

　

新
設
課
で
や
っ
て
は
ど
う
か
。

•
町
営
住
宅
の
管
理
の
範
囲
は
。

•
新
設
課
に
は
、
建
築
に
関
す

　

る
専
門
家
の
配
置
は
あ
る
の

　

か
。

•
財
産
の
管
理
も
一
つ
の
課
が

　

統
一
し
て
行
う
の
が
よ
い
の

　

で
は
な
い
か
。　
　
　
　
　

•
空
き
家
対
策
は
地
域
み
ら
い

　

課
も
関
わ
っ
て
い
る
。
業
務

　

の
区
分
け
は
ど
う
な
る
の
か
。

な
ど
、
業
務
の
詳
細
や
現
課
と

の
関
わ
り
、
新
年
度
の
予
算
等

の
質
問
が
相
次
ぎ
、
全
員
協
議

会
や
予
算
審
議
で
議
論
に
な
り

ま
し
た
。

　

資
産
経
営
課
は
、
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
、
全
庁
的
な
取
組

み
を
主
導
す
る
よ
う
で
す
が
、

動
き
出
し
て
み
な
い
と
想
定
で

き
な
い
部
分
も
あ
り
、
方
向
性

が
定
ま
ら
な
い
印
象
で
す
。
資

産
経
営
課
が
ど
う
い
っ
た
仕
事

を
す
る
の
か
、
注
視
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
構
改
革
を
受
け
、
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正
を
発
委

し
ま
し
た
。

　

資
産
経
営
課
は
産
業
建
設
常

任
委
員
会
の
所
管
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
下
水
道
の
公
営
企

議
員
報
酬
を
増
額

業
化
に
よ
り
、
水
道
課
は
町
長

部
局
よ
り
削
除
さ
れ
、
公
営
企

業
法
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
ま

す
。発

委
を
提
案
す
る

漆
谷
議
会
運
営
委
員
長

発
議
を
提
案
す
る
和
田
議
員

邑
南
町
議
会
は
、
町
村
合
併

時
よ
り
議
会
活
動
の
活
発
化
と

財
政
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
常

に
議
会
改
革
を
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

平
成
19
年
議
会
基
本
条
例
を

制
定
し
て
議
会
機
能
の
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
２
度

に
わ
た
る
議
員
定
数
の
削
減

（
平
成
21
年
３
名
減
、
令
和
３

年
２
名
減
の
現
行
13
名
）
と
常

任
委
員
会
の
設
置
数
の
見
直
し

も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
議
員
個
々
に
求

め
ら
れ
る
能
力
・
役
割
り
も
増

え
て
く
る
と
と
も
に
、
議
員
活

動
に
費
や
す
時
間
も
増
え
て
き

て
い
ま
す
。
町
村
合
併
か
ら
議

員
報
酬
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
以
上
の
こ
と
か
ら
報
酬

の
増
額
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
報
酬
の
改
正
に
つ
い
て

は
、
町
職
員
高
卒
初
任
給
の
伸

び
率
に
合
わ
せ
て
月
額
報
酬
を

11
％
上
げ
る
こ
と
と
し
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
で
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

邑
南
町
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
は
、
町
長
の
諮
問
を
受
け
て

開
催
さ
れ
ま
す
。
委
員
会
の
結

果
を
受
け
、
議
長
か
ら
町
長
に

対
し
審
議
会
の
開
催
を
要
請

し
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て
町
民

の
理
解
を
得
る
た
め
、
邑
南
町

報
酬
等
審
議
会
に
意
見
を
求
め

ま
し
た
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、

和
田
委
員
長
が
条
例
改
正
の
発

議
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

発
議
第
２
号

　

邑
南
町
議
会
の
議
員
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
和
田
議

員
よ
り
議
案
の
提
出
が
あ
り
ま

し
た
。

　

条
例
の
改
正
理
由
と
し
て
、

邑
南
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
答
申
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内

容
は
「
合
併
後
、
今
日
に
至
る

ま
で
一
度
も
改
正
さ
れ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
、
議
員
の
な
り

手
確
保
を
考
慮
し
、
議
員
と
し

て
し
っ
か
り
と
そ
の
職
務
を
果

た
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

生
活
給
の
一
部
と
し
て
増
額
は

必
要
で
あ
る
」と
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　

　

議
案
は
賛
成
多
数
で
可
決
し

ま
し
た
。

　

改
正
後
の
議
員
報
酬
は
次
の

と
お
り
で
す
。

議
長
：　

33
万
７
０
０
０
円

副
議
長
：
28
万
円

委
員
長
：
24
万
１
０
０
０
円

議
員
：　

23
万
３
０
０
０
円

（
討
論
は
８
ペ
ー
ジ
参
照
）
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討
論

賛
成

瀧
田　

均　

議
員

債
権
は
全
額
回
収
す
る
こ
と

が
原
則
だ
が
、
債
務
者
で
あ
る

法
人
が
破
産
し
、
徴
収
の
見
込

み
の
な
い
債
権
を
放
棄
す
る
こ

と
は
、
税
金
で
も
認
め
ら
れ
、

早
期
に
債
権
放
棄
す
る
こ
と

は
、
適
正
な
債
権
管
理
を
行
う

た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

納
付
金
額
の
確
定
や
債
権
回

収
の
手
続
き
も
適
正
に
行
わ

れ
、
町
長
の
責
任
は
な
い
と
考

え
る
。
判
断
の
先
送
り
が
事
件

の
解
決
に
つ
な
が
る
も
の
で
は

な
く
、
今
後
の
適
正
な
債
権
管

理
の
た
め
に
も
賛
成
す
る
。

議
案
第
49
号
権
利
の
放
棄
に

つ
い
て
の
附
帯
決
議
に
賛
成
の

立
場
で
討
論
す
る
。
こ
の
附
帯

決
議
は
、
い
こ
い
の
村
、
香
木

の
森
納
付
金
の
金
額
設
定
の
正

当
性
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
株
式
会

社
雲
海
へ
の
支
援
の
妥
当
性
及

び
町
の
債
権
納
付
金
の
請
求
、

回
収
事
務
に
つ
い
て
検
証
し
、

速
や
か
に
議
会
に
報
告
す
る
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

町
は
、
町
民
に
対
し
て
町
の

対
応
、
債
権
放
棄
に
至
っ
た
理

由
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

る
。
議
会
と
し
て
町
民
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
者
に
経

緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、賛
成
討
論
と
す
る
。

権
利
の
放
棄

賛
成

辰
田　

直
久　

議
員

権
利
の
放
棄
に
対
す
る　

　
　
　
　
　
　
　

附
帯
決
議

反
対

日
高
八
重
美　

議
員

令
和
６
年
度

　
　
　
　

一
般
会
計
予
算

賛
成

瀧
田　

均　

議
員

　

令
和
６
年
度
の
学
校
給
食
費

の
予
算
は
値
上
げ
さ
れ
た
内
容

で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
費
の

議
員
報
酬
費
は
昨
年
度
よ
り

６
６
９
万
円
の
増
額
と
な
っ
て

い
る
。

　

生
活
用
品
の
物
価
上
昇
や
肥

料
、
飼
料
の
高
騰
、
コ
ロ
ナ
禍

の
融
資
の
返
済
、
高
齢
化
や
人

手
不
足
で
苦
慮
さ
れ
て
い
る
事

業
所
等
の
実
態
を
踏
ま
え
る

と
、
町
民
の
理
解
な
く
し
て
報

酬
の
増
額
は
す
べ
き
で
な
い
。

　

学
校
給
食
費
の
値
上
げ
や
議

員
報
酬
の
増
額
に
反
対
す
る
立

場
か
ら
、
６
年
度
一
般
会
計
予

算
に
反
対
す
る
。

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

は
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
、
県
の
補
助
金
や
基
金

を
活
用
す
る
こ
と
に
加
え
、
過

疎
債
や
合
併
特
例
債
と
い
っ
た

有
利
な
起
債
を
活
用
し
て
編
成

さ
れ
て
い
る
。
税
収
等
の
少
な

い
中
で
、
将
来
に
向
け
た
町
民

の
福
祉
増
進
な
ど
に
必
要
な
予

算
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ま
ず
は
評
価
す
る
。

　

多
様
性
を
尊
重
し
、
す
べ
て

の
人
が
力
を
発
揮
で
き
る
地
域

社
会
の
実
現
の
た
め
の
予
算
、

子
ど
も
条
例
の
具
現
化
の
た
め

の
予
算
が
確
保
さ
れ
て
い
る
点

を
評
価
す
る
。

町
内
産
業
の
活
力
増
進
の
た

め
の
予
算
が
編
成
さ
れ
て
お

り
、
農
林
水
産
物
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
が
進
み
、
町
内

経
済
環
境
の
す
そ
の
が
拡
大
す

る
と
考
え
る
。

「
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
へ
、

さ
ら
に
進
め
よ
う
」
を
メ
イ
ン

テ
ー
マ
に
掲
げ
、
邑
南
町
発
展

の
た
め
の
有
益
な
予
算
案
と
な

っ
て
い
る
と
し
賛
成
す
る
。

反
対

日
高
八
重
美　

議
員

令
和
６
年
度

　

国
民
健
康
保
険
事
業

　
　
　
　

特
別
会
計
予
算

　

加
入
者
の
多
く
は
、
農
業
者

や
自
営
業
者
、
非
正
規
雇
用
者

だ
。
高
い
保
険
料
を
苦
労
し
な

が
ら
払
っ
て
い
る
人
や
、
払
え

な
か
っ
た
人
の
実
態
を
調
べ
、

誰
も
が
払
え
る
国
保
税
に
す
べ

き
で
、
国
庫
負
担
の
割
合
の
改

善
、
加
入
者
の
生
活
実
態
の
把

握
な
ど
を
求
め
、
反
対
す
る
。

反
対

日
高
八
重
美　

議
員

令
和
６
年
度

下
水
道
事
業
会
計
予
算

　

令
和
５
年
度
９
月
議
会
に
お

い
て
、
邑
南
町
下
水
道
使
用
料

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
反

対
し
た
。

　

物
価
高
騰
が
続
く
中
、
生
活

に
欠
か
せ
な
い
公
共
料
金
の
引

き
上
げ
は
問
題
で
あ
り
、
６
年

４
月
か
ら
値
上
げ
分
が
盛
り
込

ま
れ
た
予
算
案
に
反
対
す
る
。
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町
民
の
暮
ら
し
は
厳
し
さ
が

増
す
中
、
議
員
報
酬
の
引
き
上

げ
に
町
民
の
理
解
は
得
ら
れ
る

の
か
。

議
員
必
携
に
は
議
員
の
職
責

と
し
て
、『
住
民
と
の
対
話
を

重
ね
、
住
民
の
声
を
酌
み
取
り

な
が
ら
、
議
論
を
重
ね
て
調
査

研
究
を
進
め
る
』
と
あ
る
。

町
議
会
基
本
条
例
第
13
条
に

は
、『
町
政
の
課
題
及
び
将
来

展
望
、
町
民
の
多
様
な
意
見
の

反
映
等
の
視
点
を
十
分
に
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。

報
酬
引
き
上
げ
の
理
由
の
一

つ
、
な
り
手
不
足
の
解
消
は
報

酬
を
上
げ
る
こ
と
で
解
決
で
き

る
こ
と
で
も
な
く
、
町
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
議
会

活
動
の
見
え
る
化
も
必
要
だ
。

町
民
の
意
見
は
ど
う
か
な
ど
の

議
論
が
不
十
分
で
あ
り
、
報
酬

引
き
上
げ
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

３月定例会

議案の  

ゆくえ

反
対

日
高
八
重
美　

議
員

議
会
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

　

邑
南
町
議
会
の
議
員
報
酬
は

合
併
以
来
一
度
も
改
正
を
行
っ

て
お
ら
ず
全
国
町
村
議
会
の
平

均
議
員
報
酬
よ
り
低
い
が
、
議

会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し

議
会
改
革
に
努
め
る
な
ど
、
議

会
活
動
は
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
る
。

　

議
会
開
催
日
等
の
増
、
議
員

に
求
め
ら
れ
る
能
力
や
役
割
、

議
会
活
動
に
費
や
す
時
間
が
増

え
る
現
状
は
子
育
て
世
代
等
に

と
っ
て
、
他
に
収
入
を
得
る
手

段
が
な
け
れ
ば
、
日
常
的
な
個

人
の
十
分
な
議
員
活
動
の
確
保

が
難
し
く
な
る
。

　

一
定
の
生
活
の
安
定
は
議
会

に
お
い
て
議
論
を
深
め
、
公
正

公
平
な
判
断
を
行
う
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
議
案

に
賛
成
す
る
。

賛
成

大
屋　

光
宏　

議
員

　

６
年
度
当
初
予
算
案
以
外
の

主
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
事
案
件
は
、
人
権
擁
護
委

員
候
補
者
の
推
薦
と
副
町
長
の

選
任
で
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
し
ま

し
た
。

　
「
課
の
設
置
条
例
の
一
部
改

正
」
は
、
資
産
経
営
課
を
新
設

し
、
町
長
部
局
の
水
道
課
を
廃

止
す
る
も
の
で
す
。
今
後
水
道

課
は
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
設

置
と
な
り
ま
す
。

　
「
職
員
の
定
数
条
例
の
一
部

改
正
」「
職
員
の
特
殊
勤
務
手

当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
」「
特
別
会
計
条
例
の
一
部

改
正
」
は
、
下
水
道
事
業
の
公

営
企
業
化
に
伴
う
も
の
で
す
。

　
「
表
彰
条
例
の
一
部
改
正
」

は
、
表
彰
基
準
の
見
直
し
に
よ

る
も
の
で
す
。

　
「
町
営
バ
ス
条
例
の
一
部
改

正
」
は
、
バ
ス
路
線
の
追
加

（
20
ペ
ー
ジ
参
照
）
に
よ
る
も

の
で
す
。

　
「
高
齢
者
創
作
活
動
施
設
条

例
の
一
部
改
正
」「
町
堆
肥
化

処
理
施
設
条
例
の
一
部
改
正
」

は
、
施
設
の
一
部
を
用
途
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　
「
町
営
住
宅
管
理
条
例
の
一

部
改
正
」
は
、
老
朽
化
住
宅
の

用
途
廃
止
と
新
築
住
宅
の
追
加

を
行
う
も
の
で
す
。

　
「
若
者
定
住
促
進
住
宅
管
理

条
例
の
一
部
改
正
」
は
、
島
根

県
住
宅
供
給
公
社
か
ら
無
償
譲

渡
さ
れ
る
住
宅
を
追
加
す
る
こ

と
と
、
入
居
資
格
45
歳
ま
で
を

廃
止
し
、「
若
者
定
住
住
宅
」

を
「
定
住
住
宅
」
に
改
め
る
も

の
で
す
。

　
「
奨
学
金
条
例
の
一
部
改
正
」

は
、
基
金
の
減
額
と
、
制
度
と

貸
与
金
額
の
改
正
を
行
う
も
の

で
す
。

　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」
は
、

指
定
管
理
期
間
の
満
了
に
伴

い
、
従
前
の
指
定
管
理
者
に
改

め
て
指
定
管
理
者
の
指
定
を
す

る
も
の
で
、
16
施
設
の
指
定
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
権
利
の
放
棄
」
は
、（
株
）

雲
海
の
破
産
手
続
き
完
了
に
伴

い
、
過
年
度
分
納
付
金
の
債
権

の
内
８
１
４
万
２
２
２
８
円
を

放
棄
す
る
も
の
で
す
。

　
「
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
第
13
号
」
は
、
事
業
実

績
に
よ
る
支
出
の
減
額
が
主
で

す
が
、
障
が
い
者
相
談
支
援
事

業
委
託
料
を
消
費
税
非
課
税

と
誤
認
し
て
い
た
こ
と
に
伴

う
修
正
申
告
に
よ
る
補
償
金

１
１
９
万
８
０
０
０
円
の
追
加

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
内
事
業
達
成
が

困
難
な
事
業
の
繰
越
明
許
費
が

約
11
億
４
３
１
４
万
円
追
加
さ

れ
、
総
額
約
31
億
７
４
１
７
万

円
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
令
和
５
年
度
電
気
通
信
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
４

号
」
は
、
消
費
税
の
還
付
金
約

１
７
６
９
万
円
を
基
金
に
繰
り

入
れ
る
他
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整

備
事
業
費
約
１
億
８
９
４
０
万

円
を
繰
越
す
も
の
で
す
。

　

他
の
特
別
会
計
補
正
予
算

は
、
事
業
実
績
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

そ
の
他
は
、
国
の
法
律
、
施

行
令
の
改
正
、
主
務
大
臣
の
変

更
等
に
よ
る
も
の
で
す
。
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３ 月 定 例 会  全 員 賛 成 に な ら な か っ た 議 案

区分 議案の内容 奈
須

鍵
本

野
田

日
高

瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

辰
田

結
果

当
初
予
算

令和６年度一般会計予算 ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可
決

令和６年度国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和６年度下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発
議

議案第49号権利の放棄についてに対する附
帯決議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○

議会の議員報酬及び費用弁償に関する条例
の一部改正 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○=賛成、●=反対、ー =除斥、欠=欠席

当初予算の額 12月補正後の額 １月補正額 ２月補正額 ３月補正額 ３月補正後の額

一 般 会 計 159億7100万円 167億 960万円 699万円 △4億9696万円 △796万円 162億1167万円

国民健康保険 13億2000万円 13億3900万円 △414万円 13億3486万円

直 営 診 療 所 1億3450万円 1億2866万円 △320万円 1億2546万円

後期高齢者医療 3億7350万円 3億8106万円 △14万円 3億8092万円

下 水 道 10億4000万円 10億 777万円 △3137万円 9億7640万円

電 気 通 信 5億6800万円 5億7664万円 1768万円 5億9432万円

特別会計合計 34億3600万円 34億3312万円 △2117万円 34億1195万円

総　合　計 194億 700万円 201億4272万円 699万円 △4億9696万円 △2913万円 196億2362万円

令和5年度１月、2月、3月補正

※千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。
※水道事業会計の補正はありませんでした。

１月臨時会

議案の  

ゆくえ

２月臨時会

議案の  

ゆくえ

　

１
月
臨
時
会
を
１
月
10
日
に

開
催
し
、
条
例
改
正
案
１
件
、

工
事
請
負
契
約
１
件
、
指
定
管

理
者
の
指
定
１
件
、
補
正
予
算

１
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
を
全

員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

　

２
月
臨
時
会
を
２
月
16
日
に

開
催
し
、
工
事
請
負
契
約
の
変

更
契
約
１
件
、
補
正
予
算
案
１

件
を
審
議
し
、
す
べ
て
を
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
「
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契

約
の
締
結
」
は
、
石
見
中
学
校

改
正
」
は
、
戸
籍
法
の
改
正
に

伴
う
改
正
で
す
。

　
「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
」

は
、
道
の
駅
瑞
穂
融
雪
設
備
整

備
工
事
で
す
。

　
「
指
定
管
理
者
の
指
定
」
は
、

い
こ
い
の
村
し
ま
ね
の
指
定
管

理
者
を
、
株
式
会
社
ウ
ェ
ル
ス

に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第
11

号
」
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

し
、
農
家
に
対
し
て
堆
肥
利
用

拡
大
の
支
援
を
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。

改
築
工
事
で
す
。
当
初
契
約
締

結
後
、
資
材
や
労
務
単
価
の
上

昇
が
激
し
く
、
請
負
代
金
の
金

額
が
著
し
く
不
適
当
と
な
っ
た

場
合
に
変
更
を
請
求
で
き
る
イ

ン
フ
レ
ス
ラ
イ
ド
条
項
に
よ
る

も
の
な
ど
で
す
。

　
「
一
般
会
計
補
正
予
算
第
12

号
」
は
、
国
の
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用

し
、
低
所
得
者
世
帯
及
び
低
所

得
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
物
価

高
騰
対
策
重
点
支
援
給
付
金
を

支
払
う
た
め
の
も
の
で
す
。
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質問質問いっぱんいっぱん

順番 議員名 質問内容 ページ

１ 奈須　正宜 （1）中学校の部活動地域移行 （2）防犯対策 11

２ 漆谷　光夫
（1）新年度の町政運営 （2）災害の備えは早急に

12
（3）通知表のあり方

３ 日高　八重美
（1）地域包括ケアシステムの推進 （2）学校給食の無償化を

13
（3）災害避難所の環境改善 （4）難聴者の補聴器購入費助成を

４ 平野　一成
（1）予算編成の重点項目

14
（2）地域とともにある学校、学校とともにある地域

５ 中村　昌史 （1）コミュニティスクールの開設 （2）縦割り行政の解消 15

６ 鍵本　亜紀 （1）子育て日本一をめざす邑南町 （2）20周年記念日のお祝い 16

７ 野田　佳文
（1）救急搬送時の備えとマイナ保険証 （2）選挙費削減と選挙改革

17
（3）山城跡の活用と関係人口

８ 大屋　光宏 （1）自己肯定感の醸成 （2）経常収支比率99.9％ 18

９ 辰田　直久
（1）６年度予算の重点テーマ （2）福祉事業者の課題と行政連携

19
（3）広報全般のあり方

質問者と質問内容

ガ
ッ
テ
ン
‼

一

般

質

問

一般質問とは・・・ 議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求め
るもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。

　

今
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員

が
登
壇
し
ま
し
た
。
私
は
い
つ

も
先
輩
議
員
に
お
願
い
し
て
、

初
日
の
１
番
に
一
般
質
問
し
て

い
ま
す
。
朝
一
番
に
「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、
し
っ
か

り
全
員
の
前
で
挨
拶
す
る
こ
と

で
、
緊
張
を
ほ
ぐ
し
、
一
般
質

問
に
向
か
う
た
め
で
す
▼
一
般

質
問
の
持
ち
時
間
は
、
ひ
と
り

１
時
間
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
１
時
間
で
質
問
、
提
案
を

し
て
い
き
ま
す
。
い
つ
も
は
５

分
か
ら
10
分
く
ら
い
は
残
る
よ

う
に
質
問
を
進
め
て
い
く
の
で

す
が
、
今
回
初
め
て
時
間
を
超

え
て
の
質
問
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
改
め
て
一
般
質
問
す

る
こ
と
の
大
変
さ
や
、
時
間
配

分
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
一
般

質
問
と
な
り
ま
し
た
▼
ま
た
、

皆
様
の
お
か
げ
で
、
本
当
に
い

い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
、
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

奈
須
正
宜　

記
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高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

奈
須
議
員

　

最
終
的
に
指
導
者
が
確
保
で

き
ず
、
ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
状

態
に
な
っ
た
場
合
の
対
応
策

は
。

大
橋
教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
子

ど
も
た
ち
を
地
域
総
が
か
り
で

育
ん
で
行
こ
う
と
し
て
い
る
。

地
域
と
し
て
考
え
る
と
、
指
導

者
と
は
言
わ
ず
、
見
守
り
と
し

て
も
、
可
能
性
が
広
が
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
こ
を
め
ざ
し
て

い
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
今
後

課長 予算を確保できるような

　　　　方向性を考えたい

奈
須
正
宜
議
員

　

中
学
校
の
部
活
動
地
域
移
行

指
導
者
の
確
保
は
で
き
て
い
る

の
か
。
指
導
者
を
確
保
し
て
い

く
に
あ
た
り
、
ど
の
よ
う
な
問

題
が
あ
る
か
把
握
で
き
て
い
る

か
。

高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

部
活
動
の
地
域
連
携
と
し
て

中
学
校
部
活
動
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
方
は
把
握
で
き
て
い
る

が
、
十
分
な
指
導
者
と
予
算
が

確
保
で
き
て
い
る
状
況
で
は
な

い
。
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
教

育
者
と
し
て
の
質
を
い
か
に
担

保
し
て
い
く
か
も
課
題
と
考
え

る
。

　

指
導
員
に
求
め
ら
れ
て
い
る

具
体
的
な
職
責
と
し
て
、
技
術

い
る
地
域
移
行
に
向

け
た
モ
デ
ル
事
業
、

ま
た
実
証
事
業
を
活

用
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
き
た
い
。
積

み
上
げ
た
も
の
が
な

け
れ
ば
、
予
算
を
確

保
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。
た
だ

町
の
ス
ポ
ー
ツ
協
会

な
ど
と
も
検
討
し
、

予
算
を
確
保
で
き
る

よ
う
な
方
向
性
も
考

え
て
い
き
た
い
。

奈
な す

須正
ま さ よ し

宜 議員 中学校部活動地域移行先に
　　　　　先行して予算を

バレーに打ち込む子どもたち

指
導
、
安
全
障
害
予
防
に
関
す

る
知
識
、
競
技
指
導
、
学
校
外

の
活
動
の
引
率
、
管
理
運
営
、

保
護
者
等
へ
の
連
絡
計
画
の
作

成
、
生
徒
指
導
対
応
、
事
故
防

止
時
の
対
応
な
ど
、
多
岐
に
渡

り
、
こ
れ
ら
に
見
合
う
報
酬
と

な
っ
て
い
る
か
。
あ
る
い
は
、

部
活
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

た
勤
務
時
間
で
あ
る
と
、
職
業

と
し
て
は
成
立
し
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
人
が
限
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
課
題
も
あ

る
。

奈
須
議
員

　

指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
ラ

イ
セ
ン
ス
を
取
得
す
る
に
は
、

基
本
的
に
取
得
料
が
必
要
と
な

る
。
毎
年
更
新
の
た
め
の
講
習

料
、さ
ら
に
更
新
料
も
か
か
る
。

大
会
に
参
加
す
る
に
は
、
審
判

ラ
イ
セ
ン
ス
も
同
じ
で
あ
る
。

　

町
内
の
ラ
イ
セ
ン
ス
保
持
者

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
指

導
し
て
い
る
。
こ
の
ラ
イ
セ
ン

ス
に
か
か
る
費
用
は
自
分
で
払

わ
れ
て
い
る
。
中
学
校
の
部
活

動
地
域
移
行
指
導
者
の
ラ
イ
セ

ン
ス
に
か
か
る
費
用
を
町
と
し

て
補
助
で
き
な
い
か
。

も
し
っ
か
り
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。

奈
須
議
員

　

現
在
す
で
に
地
域
移
行
し
て

活
動
さ
れ
て
い
る
部
活
動
や
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
、
今
後
地
域
移
行

を
ス
タ
ー
ト
し
よ
う
と
し
て
い

る
団
体
に
、
備
品
の
準
備
、
大

会
運
営
費
な
ど
町
か
ら
先
行
し

て
補
助
が
で
き
な
い
か
。

高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
起
ち
上

げ
支
援
や
、
立
ち
上
げ
以
降
の

活
動
支
援
の
必
要
性
は
理
解
し

て
い
る
。
必
要
な
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
、
国
が
実
施
し
て

いっぱん質問

— 11 —　町議会だより おおなん  2024.4.15



が
あ
る
。

石
橋
町
長

　

地
域
の
方
々
と
議
論
を
深
め

な
が
ら
、
新
年
度
か
ら
「
第
２

次
邑
南
町
行
財
政
改
善
計
画
」

を
先
頭
に
立
っ
て
推
進
し
て
い

き
た
い
。

　
漆
谷
議
員

　

県
の
備
蓄
数
量
等
の
見
直
し

案
に
基
づ
き
、
本
町
で
も
災
害

時
の
備
蓄
物
資
整
備
計
画
が
策

定
さ
れ
、
計
画
数
量
に
満
た
な

い
物
資
は
概
ね
５
年
か
け
て
購

入
予
定
で
あ
る
が
町
民
の
安
全

安
心
を
第
一
に
早
急
に
配
備
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
災

漆
谷
議
員

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行

財
政
改
革
を
確
実
に
進
め
る
必

要
が
あ
る
。
次
世
代
に
シ
ワ
寄

せ
と
な
ら
な
い
中
長
期
の
財
政

運
営
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

三
上
財
務
課
長

人
口
減
少
に
よ
り
、
歳
入
で

は
普
通
交
付
税
や
地
方
税
な
ど

の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
歳
出
で

は
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

の
義
務
的
経
費
は
増
加
傾
向
に

あ
る
。
事
務
事
業
や
補
助
金
の

見
直
し
、
施
設
の
統
廃
合
を
進

め
、
経
常
経
費
の
削
減
に
努
め

る
。
今
後
の
大
規
模
事
業
の
実

施
時
期
に
つ
い
て
は
慎
重
な
判

断
と
起
債
の
発
行
を
抑
制
し
、

計
画
的
な
償
還
を
進
め
る
必
要

漆
谷
光
夫
議
員

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が

進
む
中
、
特
に
人
材
不
足
は
深

刻
で
町
の
根
幹
を
揺
る
が
し
か

ね
な
い
。
人
材
確
保
の
課
題
に

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
で

人
手
不
足
に
直
面
し
、
深
刻
な

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

新
年
度
の
予
算
編
成
に
お
い

て
は
「
人
材
確
保
と
町
内
産
業

の
活
力
増
進
」
を
重
点
項
目
と

し
て
い
る
。
邑
南
町
企
業
魅
力

化
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
人
材
確
保

対
策
の
柱
と
し
て
各
企
業
と
連

携
し
人
材
確
保
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

害
時
に
備
え
、
近
隣
の
自
治
体

に
限
ら
ず
、
よ
り
広
域
的
な
自

治
体
と
相
互
応
援
協
定
を
締
結

し
て
は
ど
う
か
。

大
賀
総
務
課
長

　

必
要
数
量
に
満
た
な
い
備
蓄

品
に
つ
い
て
は
早
急
に
整
備
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
十
分
認

識
を
し
て
い
る
が
、
一
度
に
購

入
す
る
に
は
財
政
的
な
負
担
が

大
き
い
こ
と
や
備
蓄
品
は
賞
味

期
限
、
保
管
に
よ
る
劣
化
な
ど

定
期
的
な
入
れ
替
え
が
必
要
と

な
る
の
で
年
齢
構
成
や
性
別
に

配
慮
し
、
常
に
新
し
い
も
の
に

入
れ
替
え
て
備
蓄
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

災
害
時
に
は
相
互
応
援
協
定

が
多
け
れ
ば
心
強
く
安
心
で
あ

る
。
新
た
な
協
定
の
締
結
に
前

向
き
に
取
り
組
み
た
い
。

石
橋
町
長

30
市
町
で
構
成
す
る
広
島
広

域
都
市
圏
協
議
会
で
は
災
害
の

協
定
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い

の
で
災
害
時
の
相
互
応
援
協
定

を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

漆
うるしだに

谷光
み つ お

夫 議員

災害用簡易トイレ

町長 第２次行財政改善計画を推進

新年度の町政運営方針は 漆
うるしだに

谷光
み つ お

夫 議員

問

災
害
対
策
と

　

備
え
は
早
急
に

答

相
互
応
援
協
定
を

　
　

提
案
し
た
い

いっぱん質問
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く
。

日
高
議
員

地
域
医
療
構
想
や
高
齢
者
福

祉
計
画
な
ど
あ
る
が
、
暮
ら
し

を
守
り
在
宅
医
療
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
は
で
き
る
の
か
、
町

長
の
見
解
を
問
う
。

石
橋
町
長

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ

が
、
中
山
間
地
域
で
は
、
保
険

あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
な
し
と
い
っ

た
状
況
に
な
ら
な
い
よ
う
、
県

と
一
緒
に
国
へ
訴
え
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
は
、
言
葉
だ
け
で
な
く
、

し
っ
か
り
と
構
築
を
し
て
い

く
。

事
業
所
と
し
て
精
査
を
さ
れ
て

い
る
。
現
段
階
で
は
、
具
体
的

影
響
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

日
高
議
員

訪
問
介
護
の
問
題
は
、
職
員

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
も
あ

る
。

　

在
宅
介
護
の
基
本
と
な
る
訪

問
介
護
が
維
持
で
き
な
く
な
る

と
、
介
護
難
民
や
家
族
の
介
護

離
職
に
も
影
響
す
る
。

　

第
９
期
邑
智
郡
介
護
保
険
事

業
計
画
も
策
定
さ
れ
て
お
り
、

今
後
、
高
齢
者
の
生
活
は
守
っ

て
い
け
る
の
か
、認
識
を
問
う
。

小
笠
原
医
療
福
祉
政
策
課
長

人
材
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
、
介
護
職
員
の
初
任
者
研
修

日
高
八
重
美
議
員　
　

邑
南
町
で
は
、
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
介
護
予

防
・
医
療
・
介
護
の
切
れ
目
の

な
い
一
体
的
な
取
組
み
を
推
進

し
て
い
る
。
そ
の
土
台
と
な
る

の
は
介
護
保
険
制
度
だ
。

24
年
度
は
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
が
行
わ
れ
る
。

介
護
報
酬
の
改
定
で
は
、
訪

問
介
護
の
基
本
報
酬
が
引
き
下

げ
ら
れ
、
そ
の
結
果
、
経
営
が

困
難
に
な
り
事
業
の
継
続
が
で

き
な
い
事
業
所
も
あ
る
。
町
内

の
事
業
所
へ
の
影
響
は
把
握
さ

れ
て
い
る
か
。

小
笠
原
医
療
福
祉
政
策
課
長

訪
問
介
護
の
報
酬
改
定
で

は
、
処
遇
改
善
加
算
も
あ
り
、

日
高
議
員

町
内
で
無
償
化
を
求
め
る
署

名
行
動
を
行
い
、
１
１
０
０
筆

の
賛
同
を
い
た
だ
い
た
。

　

保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
、
食
材
に
地
元
産
を
活
用

す
る
こ
と
で
農
家
を
し
っ
か
り

支
え
て
い
く
こ
と
を
町
の
政
策

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
橋
町
長

無
償
化
で
給
食
の
質
を
落
と

し
て
は
い
け
な
い
。
財
源
を
ど

う
す
る
か
。
新
年
度
に
は
関
係

課
で
真
剣
に
議
論
を
す
る
。

　

日
高
議
員
は
そ
の
他
に
、
難

聴
者
の
補
聴
器
購
入
費
用
の
助

成
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
災

害
避
難
所
の
環
境
に
つ
い
て
、

女
性
支
援
員
の
配
置
や
、
女
性

の
視
点
で
備
品
が
準
備
さ
れ
て

い
る
の
か
を
質
し
ま
し
た
。

答

関
係
課
で

　
　

協
議
が
必
要

問

学
校
給
食
の

　
　
　

無
償
化
を

ゴミ出しを見守る訪問介護者

町長 地域包括ケアシステムは　

　　　　しっかりと構築する

介護報酬引き下げで
　　在宅医療は守れるのか

日　本
共産党 日

ひ だ か

高八
や え み

重美 議員

そ
の
他
の
質
問

を
郡
内
で
の
開

催
や
、
受
講
費

用
の
助
成
を
計

画
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ど
の

事
業
所
に
お
い

て
も
厳
し
い
経

営
状
況
が
あ

る
。町
と
し
て
、

今
後
の
事
業
の

あ
り
か
た
の
検

討
も
調
整
役
と

し
て
進
め
て
い

いっぱん質問
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や
経
営
能
力
を
生
か
し
て
い
た

だ
け
る
と
期
待
し
て
い
る
。

平
野
議
員

　

教
育
長
の
め
ざ
す
邑
南
町
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
と

は
。

大
橋
教
育
長

　

現
行
の
学
習
指
導
要
領
で
は

社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の

具
体
的
に
ど
う
進
め
る
の
か
。

小
笠
原
医
療
福
祉
政
策
課
長

　

少
子
化
対
策
、
こ
ど
も
政
策

の
抜
本
的
強
化
に
つ
い
て
子
ど

も
ま
る
ご
と
相
談
室
を
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
位
置
づ
け
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
時
期
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め

新
規
事
業
も
立
ち
上
げ
る
。
加

え
て
、
子
ど
も
・
若
者
計
画
を

策
定
す
る
。
計
画
策
定
に
あ
た

っ
て
は
、
住
民
会
議
な
ど
の
手

法
に
よ
り
住
民
の
皆
さ
ん
と
協

働
で
取
り
組
む
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

平
野
議
員

　

同
じ
く
大
項
目
の
中
の
人
材

確
保
と
町
内
産
業
の
活
力
増
進

に
あ
る
「
道
の
駅
再
整
備
」
に

つ
い
て
、
今
後
の
運
営
方
針
の

中
で
、
産
直
市
み
ず
ほ
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
示
し
て
ほ
し

い
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

新
し
い
道
の
駅
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
産
直
市
み
ず
ほ
企
業

組
合
を
６
年
度
中
に
正
式
に
指

定
管
理
者
と
す
る
手
続
き
を
進

め
る
。
産
直
市
み
ず
ほ
企
業
組

合
は
産
直
市
の
運
営
に
長
い
実

績
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
実
績

平
野
一
成
議
員

　

合
併
20
年
の
節
目
と
な
る
令

和
６
年
度
の
予
算
編
成
の
テ
ー

マ
を
「
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち

へ　

さ
ら
に
進
め
よ
う
」
と
し

た
石
橋
町
長
の
思
い
は
何
か
。

石
橋
町
長

　

ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
と
い
う
の
は
、
簡
単
に
で
き

る
こ
と
で
は
な
い
。
ま
だ
ま
だ

未
完
成
と
感
じ
て
い
る
。
６
年

度
は
大
き
な
派
手
な
予
算
で
は

な
い
が
、
高
齢
者
の
方
、
女
性

の
方
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
に
特

に
思
い
を
寄
せ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

平
野
議
員

　

テ
ー
マ
の
大
項
目
に
あ
る

「
子
ど
も
条
例
」
の
具
現
化
は
、

漆
うるしだに

谷光
み つ お

夫 議員

地中熱利用のさく井工事が

始まった、道の駅再整備

町長 高齢者 ・ 女性 ・ 子どもに

　　　特に思いを寄せたい

令和６年度予算に
　　　　　　　込めた思いは

平
ひ ら の

野一
い っ せ い

成 議員

答

３
中
学
校
区
で
７
年
度

　
　

か
ら
導
入
し
た
い

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　

ど
う
進
め
る

実
現
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
社

会
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
学
ぶ

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分

の
力
で
人
生
や
地
域
社
会
を
よ

く
で
き
る
と
い
う
実
感
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
こ

の
仕
組
み
と
し
て
、
有
効
な
手

段
と
考
え
て
い
る
。
７
年
度
か

ら
の
導
入
を
め
ざ
し
て
い
る
。

平
野
議
員

　

教
育
長
の
理
念
に
は
賛
同
す

る
が
、
学
校
と
地
域
（
社
会
）

の
連
携
に
は
課
題
が
多
い
と
感

じ
る
。
ま
ず
は
、
課
題
解
決
を

丁
寧
に
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

いっぱん質問
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そ
の
他
の
質
問

前
で
呼
べ
る
よ
う
に
な
る
姿
。

そ
う
い
う
姿
で
示
す
方
が
わ
か

り
や
す
い
。
そ
う
い
う
関
係
を

続
け
、
地
域
と
学
校
の
信
頼
関

係
を
築
く
こ
と
で
協
働
が
成
立

す
る
。

　

今
後
の
進
め
方
で
次
の
こ
と

を
要
望
す
る
。
各
学
校
ご
と
に

学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す

る
こ
と
。
地
域
と
学
校
と
の
連

携
を
深
め
て
、
学
校
、
地
域
、

保
護
者
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
す

る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
７

年
度
の
一
斉
開
設
に
は
こ
だ
わ

教育長 結果的に

小学校区の可能性もある

中
村
昌
史
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

導
入
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

現
在
、
３
地
域
の
学
校
関
係

者
、
社
会
教
育
担
当
、
公
民
館

担
当
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
作
り
、
共
通
理
解
を
図
っ
て

い
る
。
今
後
は
、
地
域
の
方
の

参
加
も
考
え
て
い
る
。

　

設
置
範
囲
は
、
義
務
教
育
期

間
の
連
続
し
た
系
統
的
な
学
校

運
営
の
実
現
や
、
学
校
運
営
協

議
会
の
効
率
的
な
運
営
な
ど
か

ら
、
中
学
校
区
を
想
定
し
、
令

和
７
年
度
か
ら
の
実
施
を
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
学
校
と
地

域
と
の
連
携
の
状
況
が
多
様
で

も
あ
る
。

　

６
年
度
は
制
度
設
計
に
つ
い

て
研
究
を
し
た
い
。

中
村
議
員

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を

開
設
す
る
こ
と
が
目
標
で
は
な

い
。
開
設
し
て
何
を
す
る
の
か

の
議
論
が
大
切
だ
。

　

こ
の
他
に
、
中
村
議
員
は
縦

割
り
行
政
の
解
消
に
つ
い
て
羽

須
美
支
所
地
域
振
興
係
を
例
に

提
案
し
ま
し
た
。

中
な か む ら

村昌
ま さ ふ み

史 議員 コミュニティスクール
　　中学校区にこだわるな

コミュニティスクールの概要

あ
り
、
中
学
校
区
に
こ
だ
わ
ら

な
い
意
見
も
あ
る
。

中
村
議
員

　

現
在
の
地
域
学
校
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
方
な
ど
と
一
緒
に

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
し
、

地
域
運
営
組
織
を
立
ち
上
げ
る

際
に
も
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に

つ
い
て
、
地
域
と
情
報
を
共
有

す
る
こ
と
が
重
要
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
め
ざ
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
の
姿
、
目
標
を
公

に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
の
め
ざ

す
目
標
は
。

大
橋
教
育
長

　

教
育
委
員
会
と
し
て
の
一
番

の
目
標
は
人
づ
く
り
で
あ
る
。

邑
南
町
と
し
て
以
前
よ
り
先
駆

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
学
校
、

公
民
館
と
地
域
の
関
係
性
に
さ

ら
に
肉
付
け
を
し
、
制
度
設
計

を
し
て
行
き
た
い
。

中
村
議
員

　

地
域
と
学
校
の
関
係
を
考
え

る
と
、
何
気
な
い
小
さ
な
繋
が

り
が
自
然
に
成
り
立
つ
姿
が
あ

る
べ
き
姿
だ
と
思
う
。例
え
ば
、

地
域
の
人
が
子
ど
も
た
ち
を
名

る
必
要
は
な
い
と
思

う
が
い
か
が
か
。

大
橋
教
育
長

　

地
域
と
学
校
の
緩

や
か
な
関
係
性
は
、

も
ち
ろ
ん
求
め
て
い

き
た
い
。そ
の
上
で
、

し
っ
か
り
と
し
た
制

度
作
り
を
す
る
た
め

に
、
７
年
度
を
目
標

と
し
て
い
る
。
あ
く

ま
で
目
標
と
し
て
進

ん
で
い
き
た
い
。
ま

た
、
設
置
範
囲
に
つ

い
て
も
、
結
果
的
に

小
学
校
区
の
可
能
性

いっぱん質問
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を
食
べ
る
こ
と
で
デ
ト
ッ
ク
ス

が
で
き
る
と
あ
り
、
２
月
に
は

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
今
私

た
ち
が
で
き
る
こ
と
と
い
う
テ

ー
マ
で
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
の
だ

が
、
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ

と
。
食
、
農
業
、
環
境
、
地
域
、

情
緒
、
そ
れ
ら
は
み
ん
な
繋
が

っ
て
お
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
発

達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
の
症
状

が
有
機
の
食
事
で
改
善
し
て
い

く
と
あ
っ
た
。

　

是
非
と
も
町
内
の
子
ど
も
た

ち
の
給
食
に
有
機
野
菜
を
取
り

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
橋
町
長

　

有
機
を
言
い
す
ぎ
る
と
今
ま

で
の
農
業
を
否
定
す
る
事
に
も

な
る
。
ア
レ
ル
ギ
ー
や
発
達
障

害
へ
の
医
学
的
な
証
明
が
さ
れ

て
い
る
訳
で
も
な
い
。
邑
南
町

の
も
の
は
全
て
安
心
安
全
だ
ろ

の
保
育
園
、
学
校
を
地
域
の
方

と
支
え
て
る
と
い
う
、
邑
南
町

ら
し
い
取
組
み
が
載
っ
て
い
な

い
。
せ
っ
か
く
の
取
組
み
を
紹

介
し
な
い
と
も
っ
た
い
な
い

し
、
こ
の
ご
時
世
、
経
済
的
な

支
援
で
な
い
と
目
に
入
っ
て
こ

な
い
。

　

邑
南
町
は
子
育
て
日
本
一
の

先
駆
け
な
の
だ
か
ら
、
よ
そ
に

遅
れ
を
と
る
こ
と
な
く
給
食
費

の
無
償
化
を
す
る
べ
き
だ
。
地

域
で
子
育
て
、
町
全
体
が
大
き

な
家
族
、
そ
れ
な
ら
町
が
給
食

１
食
だ
け
は
子
ど
も
た
ち
に
無

償
で
食
べ
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち

を
一
緒
に
育
て
る
と
い
う
事
を

し
て
欲
し
い
。
給
食
費
の
無

償
化
を
求
め
る
署
名
を
集
め
、

１
１
０
０
も
の
賛
同
を
い
た
だ

い
た
が
、
ど
う
思
う
か
。

石
橋
町
長

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
勘
案
し

議
会
に
も
相
談
し
な
が
ら
慎
重

に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

財
源
が
な
い
か
ら
し
な
い
で
は

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞

く
必
要
が
あ
る
。

鍵
本
議
員

　

昨
年
秋
、
町
が
共
催
の
有
機

農
業
の
研
修
会
で
、
有
機
野
菜

鍵
本
亜
紀
議
員

　

子
育
て
日
本
一
村
と
し
て
の

取
組
み
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が

あ
る
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

小
児
科
医
と
産
婦
人
科
医
が

常
勤
し
て
い
る
医
療
体
制
の
継

続
、
町
内
に
９
つ
の
保
育
所
の

運
営
支
援
。
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
に
つ
い
て
、
専
門
職
員
が

対
応
す
る
総
合
支
援
窓
口
の
開

設
。
小
学
校
８
校
、
中
学
校
３

校
そ
れ
ぞ
れ
の
存
続
。そ
の
他
、

60
ほ
ど
の
取
組
み
が
あ
る
。

鍵
本
議
員

　

町
外
の
方
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
る
と
思
う
が
、
邑
智
病
院

で
子
育
て
に
備
え
た
医
療
体
制

を
整
え
て
い
る
こ
と
や
、
地
域

う
と
思
っ
て
い
る
の
で
地
産
地

消
で
邑
南
町
の
産
物
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
が
先
決
だ
。

鍵
本
議
員

　

有
機
以
外
は
駄
目
な
ど
言
う

つ
も
り
は
毛
頭
な
い
。
可
能
性

が
あ
る
の
な
ら
子
ど
た
ち
に
は

有
機
の
も
の
を
食
べ
さ
せ
た
い

と
い
う
思
い
だ
。
私
た
ち
大
人

も
み
ん
な
子
ど
も
だ
っ
た
。
今

が
あ
る
恩
返
し
を
今
の
子
ど
も

た
ち
に
す
る
べ
き
だ
。
給
食
費

の
無
償
化
は
今
後
も
訴
え
て
い

く
。

　

鍵
本
議
員
は
こ
の
他
に
、
邑

南
町
の
20
周
年
記
念
行
事
に
つ

い
て
、
町
民
の
気
運
を
ど
う
や

っ
て
高
め
て
い
く
の
か
質
問
し

ま
し
た
。

漆
うるしだに

谷光
み つ お

夫 議員

そ
の
他
の
質
問

すくすく育つ有機農法の畑

町長 議論が必要

　　　　財源はその次

給食費の無償化は 鍵
か ぎ も と

本亜
あ き

紀 議員

いっぱん質問
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そ
の
他
の
質
問

要
と
な
る
。
時
間
と
経
費
が
か

か
る
が
、
計
画
的
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

教
育
面
に
つ
い
て
は
、
生
涯

学
習
の
観
点
か
ら
、
山
城
跡
を

は
じ
め
、
地
元
の
資
源
の
活
用

を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
に
つ

い
て
の
関
心
を
高
め
、
郷
土
愛

の
醸
成
を
図
る
取
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

野
田
議
員

　

関
係
人
口
創
出
に
つ
い
て
、

島
根
関
係
人
口
マ
ッ
チ
ン
グ
・

交
流
サ
イ
ト
『
し
ま
っ
ち
』
の

活
用
を
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　
『
し
ま
っ
ち
』
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

の
周
知
や
積
極
的
な
活
用
に
つ

課長 前向きに検討する

野
田
佳
文
議
員

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
削

減
と
貼
り
に
く
い
場
所
の
改
善

を
。

秋
田
町
民
課
長

　

選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
削

減
に
つ
い
て
は
、選
挙
の
都
度
、

投
票
区
、
地
勢
、
交
通
状
況
を

考
慮
し
、
県
選
挙
管
理
委
員
会

で
検
討
し
て
い
き
た
い
。ま
た
、

貼
り
に
く
い
場
所
に
つ
い
て
教

え
て
頂
け
れ
ば
、
場
所
の
変
更

等
を
選
挙
管
理
委
員
会
で
検
討

す
る
。

野
田
議
員

　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し

た
選
挙
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
の
情

報
共
有
化
に
つ
い
て
提
案
す

る
。

町
の
対
応
に
つ

い
て
の
質
問
に

対
し
、
町
民
課

長
か
ら
、
安
心

し
て
マ
イ
ナ
保

険
証
を
活
用
で

き
る
よ
う
町
と

し
て
取
り
組
ん

で
い
く
、
と
答

弁
が
あ
り
ま
し

た
。

野
の だ

田佳
よ し ふ み

文 議員 選挙ポスター掲示場を
　　　　　グーグルマップへ

答

郷
土
愛
の

　
　

熟
成
を
図
る

問

山
城
跡
の

教
育
面
で
の
活
用
は

二ツ山城跡・本丸で紅葉のフレームから望む雲海

秋
田
町
民
課
長

　

ノ
ウ
ハ
ウ
を
研
究
し
、
選
挙

管
理
委
員
会
で
前
向
き
に
検
討

す
る
。

野
田
議
員

山
城
跡
の
活
用
に
つ
い
て
、

観
光
、
史
跡
、
教
育
面
で
の
町

の
考
え
を
問
う
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

山
城
跡
へ
の
登
山
だ
け
で
は

な
く
、雲
海
や
山
頂
で
の
朝
食
、

周
辺
の
自
然
や
歴
史
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
体

験
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
活

用
が
期
待
で
き
る
。

高
瀬
学
び
の
町
推
進
課
長

　

史
跡
指
定
さ
れ
る
遺
跡
は
、

埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
だ
け

で
は
な
く
、
公
文
書
な
ど
の
文

献
調
査
や
地
質
や
植
生
な
ど
の

自
然
調
査
を
行
い
、
本
質
的
価

値
を
見
出
す
た
め
の
過
程
が
必

い
て
、
ふ
る
さ
と
島
根
定
住
財

団
と
と
も
に
、
町
の
方
も
進
め

て
行
き
た
い
。

野
田
議
員
の
救
急
搬
送
時
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
作
成
、

配
布
の
提
案
に
対
し
、
総
務
課

長
か
ら
、
国
に
お
い
て
救
急
搬

送
時
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
利
用
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て

お
り
、
検
証
の
結
果
等
を
注
視

し
つ
つ
、
救
急
搬
送
時
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
作
成
、
配
布
に
つ
い
て

は
、
今
後
考
え
た
い
、
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
保
険
証
の
一
体
化
へ
の

いっぱん質問
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野
の だ

田佳
よ し ふ み

文 議員

地
域
の
一
員
と
し
て
活
動
し
認

め
ら
れ
る
達
成
感
は
重
要
な
要

素
で
あ
る
。

大
屋
議
員

　

自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
町
は

幸
福
感
も
高
く
住
み
や
す
い
町

で
あ
る
と
思
う
。
新
年
度
予
算

の
テ
ー
マ
の
一
つ
に
「
多
様
性

が
尊
重
さ
れ
全
て
の
人
が
力
を

発
揮
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
」
と
あ
る
。
個
人
の
価
値
観

な
ど
内
面
的
な
多
様
性
に
対
応

し
た
予
算
は
な
に
か
。

石
橋
町
長

　

特
に
防
災
面
に
お
い
て
女
性

の
観
点
か
ら
の
施
策
が
不
十
分

力
」
を
育
て
る
こ
と
が
教
育
委

員
会
の
責
務
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
学
校
は
「
知
徳
体
」
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
質
の
高
い
教

育
を
提
供
し
、
安
心
し
て
信
頼

し
て
子
ど
も
を
託
す
場
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
教
育

現
場
の
改
革
も
必
要
と
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
多
様
な
学
び

へ
の
対
応
、
誰
に
と
っ
て
も
安

心
安
全
で
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
、
そ
し
て
地
域
と
の
連
携

等
々
の
教
育
改
革
が
必
要
で
あ

る
思
い
か
ら
「
邑
南
町
教
育
の

創
造
」
と
し
た
。

大
屋
議
員

　

日
本
の
若
者
は
「
自
分
自
身

に
満
足
し
て
い
る
」「
自
分
に

は
長
所
が
あ
る
と
感
じ
て
い

る
」
と
い
う
問
い
に
対
し
否
定

的
な
回
答
が
多
く
、
自
己
肯
定

感
が
低
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
醸

成
す
る
た
め
学
校
教
育
、
社
会

教
育
で
重
視
す
る
こ
と
は
。

高
瀬
学
び
の
ま
ち
推
進
課
長

　

自
己
肯
定
感
の
醸
成
は
子
ど

も
の
自
信
や
や
る
気
、
確
か
な

自
衛
、
自
我
を
育
て
る
た
め
に

必
要
で
あ
る
。
学
校
で
は
、「
自

大
屋
光
宏
議
員

　

令
和
６
年
度
教
育
方
針
は

「
邑
南
町
教
育
の
創
造
を
考
え

た
と
き
、
今
必
要
な
こ
と
は
、

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
を
通

し
て
、
町
民
一
人
一
人
の
自
己

肯
定
感
・
自
己
実
現
な
ど
の
獲

得
的
な
要
素
と
、
人
と
の
つ
な

が
り
や
協
調
的
な
要
素
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

調
和
と
協
調
に
基
づ
く
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
（
幸
福
感
）
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
」
で
始

ま
る
。「
創
造
」
と
い
う
言
葉

を
使
っ
た
意
義
は
。

大
橋
教
育
長

　

変
化
の
激
し
い
今
日
の
社
会

に
お
い
て
、子
ど
も
た
ち
が「
心

豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く

で
あ
る
。
男
女
共
同
参
画
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

大
屋
議
員
は
、
既
存
事
業
を

止
め
な
け
れ
ば
新
規
事
業
が
で

き
な
い
ほ
ど
経
常
収
支
比
率
が

高
い
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。三
上
財
務
課
長
は
今
後
、

毎
年
度
の
起
債
額
を
引
き
下
げ

る
考
え
を
示
し
ま
し
た
。
石
橋

町
長
は
、
行
財
政
改
革
の
実
施

と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で

あ
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

漆
うるしだに

谷光
み つ お

夫 議員

子どもたちが盛り上げる「雲井の里」

教育長 信頼される学校づくりと

　　　　　　　　　教育改革

邑南町教育の創造とは 大
お お や

屋光
み つ ひ ろ

宏 議員

そ
の
他
の
質
問

分
を
肯
定
的
に

認
め
る
こ
と
」

「
自
分
の
存
在

意
義
」「
自
分

の
可
能
性
」
こ

れ
ら
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
な
活

動
を
大
事
に
し

て
い
る
。

　

社
会
教
育
で

は
、
多
世
代
交

流
な
ど
幅
広
い

学
び
の
機
会
の

創
出
が
必
要
と

考
え
る
。
特
に

いっぱん質問
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そ
の
他
の
質
問

医
療
費
の
負
担
軽
減
等
も
行
な

い
、
子
ど
も
政
策
を
充
実
さ
せ

邑
南
町
へ
の
転
入
や
少
子
化
の

改
善
に
繋
げ
た
い
。

白
須
産
業
支
援
課
長

　

女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
を

整
え
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制

度
の
活
用
も
行
な
い
、
農
林
商

工
へ
の
若
い
世
代
の
取
組
み
支

援
に
よ
っ
て
、
農
業
や
観
光
を

中
心
に
地
産
地
消
や
地
域
経
済

の
循
環
を
図
り
産
業
の
活
力
を

推
進
し
た
い
。

辰
田
議
員

　

経
済
的
な
支
援
は
事
業
者
や

町
民
に
再
度
還
元
す
る
手
法
で

な
い
と
意
味
が
な
く
、
本
町
独

課長 ５つの大項目ごとに

　　　　　重点施策を策定

辰
田
直
久
議
員

　

新
年
度
予
算
に
お
い
て
次
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
事
業
内
容

や
手
法
と
期
待
さ
れ
る
効
果
を

問
う
。

・
物
価
高
騰
対
策

・
少
子
化
、
子
ど
も
対
策
の
抜

本
的
強
化

・
人
材
確
保
と
町
内
産
業
の
活

力
増
進

三
上
財
務
課
長

　

国
の
方
針
に
よ
り
低
所
得
者

等
は
各
種
の
減
税
に
関
わ
る
給

付
金
事
業
費
な
ど
に
よ
り
自
由

に
使
え
る
お
金
が
増
え
、
地
域

全
体
の
活
性
化
が
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
不
妊
治
療
推
進
事

業
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

出
産
前
後
の
相
談
支
援
な
ど
、

果
は
限
ら
れ
る
。

辰
田
議
員

　

医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態

に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
立
し
た
生
活
が
確
保
さ
れ

る
た
め
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
進
捗
状
況
と
今
後
は
。

小
笠
原
医
療
福
祉
政
策
課
長

　

２
０
２
５
年
の
構
築
を
め
ざ

辰
た つ た

田直
な お ひ さ

久 議員 新年度の重点施策は

答

法
人
間
の
事
業

調
整
も
検
討
す
る

問

福
祉
関
連
事
業
の
課
題
と

　
　
　

行
政
の
役
割
は

将来が楽しみな福祉人材の卵たち

し
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
や
介

護
予
防
な
ど
公
民
館
単
位
の
地

域
で
の
対
応
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
本
年
度
は
医
療
と
介
護
の

連
携
を
検
討
し
、
入
退
院
連
携

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
、
関
係
機

関
と
と
も
に
同
じ
視
点
で
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組

め
る
よ
う
努
力
す
る
。

辰
田
議
員

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動

は
、
他
の
福
祉
事
業
者
と
も
事

業
に
お
け
る
連
携
や
分
散
も
必

要
と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
考
え

は
。

小
笠
原
医
療
福
祉
政
策
課
長

　

今
後
は
人
材
不
足
が
大
き
な

課
題
と
な
る
の
で
、
社
協
の
持

つ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
生
か
し
な

が
ら
、
他
の
事
業
者
や
町
も
一

緒
に
な
っ
て
支
援
が
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　

こ
の
他
に
、
辰
田
議
員
は
広

報
全
般
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質

問
し
、
執
行
部
は
郵
送
を
含
め

た
全
戸
配
布
や
意
義
あ
る
広
報

の
あ
り
方
に
努
力
す
る
と
答
え

た
。

自
の
対
策
も
考

え
る
べ
き
で
あ

る
。
人
材
確
保

と
産
業
の
活
力

増
進
に
は
相
関

性
が
あ
り
、
そ

れ
が
構
築
さ
れ

れ
ば
少
な
か
ら

ず
人
口
対
策

に
も
繋
が
り
、

各
々
の
重
点
施

策
を
連
携
さ
せ

な
が
ら
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
効

いっぱん質問
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三
階
席

　

最
近
の
定
例
会
は
緊
張
感
が

強
い
。
以
前
か
ら
そ
う
だ
っ
た

か
と
考
え
て
み
る
と
、
ず
っ
と

そ
う
だ
っ
た
と
い
う
記
憶
が
な

い
。
こ
こ
２
〜
３
年
の
緊
張
感

が
特
に
強
い
記
憶
が
あ
る
。
定

数
を
15
人
か
ら
13
人
に
減
ら

し
、
そ
れ
ま
で
の
先
輩
議
員
が

引
退
さ
れ
て
、
精
神
的
な
緊
張

感
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い

▼
し
か
し
、
審
議
が
充
実
し
、

議
論
が
白
熱
し
て
い
る
の
も
事

実
で
あ
る
。
今
回
の
予
算
審
議

も
２
日
間
、
目
一
杯
の
審
議
時

間
だ
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
各

常
任
委
員
会
や
全
員
協
議
会
で

の
審
議
や
質
疑
、
討
論
と
活
発

な
議
論
が
続
く
▼
そ
う
し
て
み

る
と
、
邑
南
町
議
会
も
、
今
の

メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
３
年
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
３
年
前

は
新
人
議
員
と
呼
ば
れ
て
い
た

４
人
も
、
審
議
の
要
点
を
掴
ん

で
き
て
い
る
。
な
か
な
か
頼
も

し
い
邑
南
町
議
会
に
な
っ
て
き

た
の
か
な
。

　
　
　
　
　
　
（
ま
さ
し
）

４月からの議会事務局スタッフ

新
し
い
事
務

局
体
制
で
す

　

議
会
事
務
局
職
員
の
人
事
異

動
が
あ
り
、
植
田
靖
子
調
整
監

が
医
療
福
祉
政
策
課
に
異
動

し
、
水
道
課
か
ら
田
中
利
明
調

整
監
が
着
任
し
ま
す
。

　

議
会
事
務
局
に
託
さ
れ
た
使

命
は
、
町
民
か
ら
負
託
を
受
け

た
議
員
で
構
成
さ
れ
る
議
会
活

動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

す
。
邑
南
町
議
会
が
、
邑
南
町

民
及
び
邑
南
町
に
と
っ
て
最
善

の
意
志
決
定
が
で
き
る
よ
う
、

事
務
局
職
員
一
丸
と
な
っ
て
職

務
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

邑
南
バ
ス
路
線
変
更

道
の
駅　

現
状
は
　

本
体
工
事
は
、
３
月
22
日
に

入
札
が
執
行
さ
れ
、
今
回
は
応

札
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

特
別
共
同
企
業
体
が
結
成
さ

れ
、
資
格
審
査
の
申
請
が
出
さ

れ
ま
し
た
。
４
月
８
日
の
指
名

審
査
会
の
後
、
議
会
承
認
を
経

て
契
約
と
な
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
３
度
目
の
正
直
と

な
る
の
か
、
楽
し
み
で
す
。

　

議
会
か
ら
は
、
資
材
は
確
実

に
確
保
で
き
る
の
か
。
物
価
の

高
騰
な
ど
で
予
算
が
オ
ー
バ
ー

す
る
こ
と
は
な
い
か
な
ど
質
問

が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
心

配
は
な
い
と
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　

道
の
駅
の
新
名
称
が
、
多
数

の
応
募
の
中
か
ら
「
道
の
駅　

邑
南
の
里
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
状
況
で
す
が
、
敷
地

造
成
工
事
は
令
和
５
年
度
内
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

地
中
熱
を
活
用
し
た
融
雪
設

備
工
事
は
地
中
熱
交
換
器
の
確

保
に
時
間
が
か
か
っ
て
お
り
、

年
度
内
の
工
事
費
を
６
年
度
に

繰
り
越
し
て
い
ま
す
。
４
月
に

な
り
地
中
熱
交
換
器
が
納
入
さ

れ
れ
ば
、
本
格
的
に
さ
く
井
、

ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
を
進
め
ま

す
。

変
更
後
の
完
成
模
型

植田さん
お疲れさまでした

田中さん
よろしくお願いします

　

令
和
６
年
４
月
よ
り
、
町
営

バ
ス
の
路
線
に
瑞
穂
矢
上
線
が

正
式
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

瑞
穂
矢
上
線
は
田
所
道
の
駅

か
ら
出
羽
高
原
方
面
を
経
由
し
、

邑
南
町
役
場
ま
で
を
平
日
３
往

復
運
行
し
ま
す
。

　

沿
線
に
は
、
邑
智
病
院
、
前

眼
科
医
院
、
三
上
医
院
、
富
永

歯
科
医
院
、
星
が
丘
ク
リ
ニ
ッ

ク
と
医
療
機
関
が
多
く
、
ま
た
、

町
内
の
代
表
的
な
商
店
も
あ
り
、

町
営
バ
ス
の
利
用
に
よ
る
通
院

や
買
物
が
よ
り
便
利
に
な
り
ま

す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
す
み
振
興
会

が
運
行
す
る
は
す
み
デ
マ
ン
ド

の
石
見
高
原
バ
ス
停
へ
の
乗
り

入
れ
も
６
年
４
月
か
ら
可
能
と

な
り
ま
す
。
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新

副

町

長

選

任

に
同

意

お問い合わせ先
議会事務局

TEL：0855-95-1113
ⅠＰ：050-5207-3021

議会の傍聴に
お越しください

　６月定例会は、６
月３日からの開催を
予定しています。一
般質問だけでなく、
全員協議会などすべ
ての議事が傍聴でき
ます。お気軽にお越
しください。

　

８
年
間
に
わ
た
り
副
町
長
を

務
め
ら
れ
た
日
高
輝
和
氏
が
、

５
年
度
３
月
31
日
に
任
期
満
了

と
な
る
の
を
受
け
、
現
産
業
支

援
課
長
の
白
須
寿
氏
が
次
期
副

町
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
副
町
長
、
大
変
お
疲
れ

様
で
し
た
。
白
須
新
副
町
長
、

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

紙面を
読みやすく
しました

ご
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す

新
副
町
長
　
白
須
寿
氏

ご意見をお寄せください
　この広報に限らず、議
会 の こ と に つ い て ご 意
見、ご質問などがござい
ましたら、お気軽にご連
絡ください。

こ の Ｑ Ｒ
コードから
スマホでも
ご意見が寄
せられます

議会広報公聴常任委員会
　委員長　　中村　昌史
　副委員長　日高八重美
　　　委員　和田　文雄
　　　　　　野田　佳文
　　　　　　鍵本　亜紀
　　　　　　奈須　正宜

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

①
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
事
故
検

　

証
委
員
会
の
報
告
は
な
い
の

　

か
。

②
新
し
い
道
の
駅
の
設
計
見
直

　

し
に
は
費
用
も
必
要
。
誰
が

　

責
任
を
と
る
の
か
。

③
元
気
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

　

ム
や
公
民
館
を
町
外
者
が
利

　

用
す
る
と
、
２
倍
の
使
用
料

　

が
必
要
と
な
る
。
町
内
利
用

　

者
と
同
額
に
な
ら
な
い
か
。

付
帯
決
議
案
を
採
択

助
成
に
つ
い
て
は
、
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
、
通
院
の
た
め
の

交
通
費
が
こ
の
治
療
を
継
続
す

る
上
で
か
な
り
の
負
担
に
な
る

こ
と
が
わ
か
り
、
上
限
を
15
回

と
し
て
助
成
し
て
い
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
お
む
つ
定
期
便
事
業

実
施
に
お
け
る
目
的
と
し
て

は
、
子
育
て
の
費
用
負
担
の
軽

減
と
、
月
に
１
回
、
保
健
師
、

サ
ポ
ー
タ
ー
等
が
配
達
し
対
面

　
令
和
６
年
度
よ
り
、
新
た
な

子
育
て
支
援
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
内
容
と
し
て
は
、
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
、
不

妊
治
療
に
伴
う
交
通
費
の
助

成
、
お
む
つ
等
定
期
便
事
業
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
べ
ジ
ボ
ッ
ク
ス
事

業
、
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
な

ど
が
ス
タ
ー
ト
し
、
邑
南
町
の

子
育
て
支
援
が
さ
ら
に
充
実
し

て
い
き
ま
す
。

　
不
妊
治
療
に
伴
う
交
通
費
の

で
行
う
状
況
把
握
や
相
談
対
応

す
る
こ
と
で
、
不
安
の
軽
減
や

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
目
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
べ
ジ
ボ
ッ
ク
ス

事
業
は
、
月
に
１
回
、
妊
娠
届

翌
月
か
ら
出
産
す
る
ま
で
町
内

産
地
元
食
材
を
、
提
供
す
る
事

業
と
な
り
ま
す
。
目
的
と
し
て

は
、
食
材
提
供
を
通
じ
て
町
内

産
野
菜
摂
取
の
普
及
等
、
妊
娠

期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
生
活
改
善

の
確
立
を
め
ざ
す
こ
と
と
、
町

内
産
食
材
の
利
用
促
進
に
よ
る

地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
が
目

的
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
た
に
、
令
和
６
年
度
よ

り
結
婚
、
妊
娠
、
出
産
、
子
育

て
、
と
多
岐
に
わ
た
り
支
援
事

業
が
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

付
金
の
免
除
し
た
こ
と
は
あ
っ

た
が
指
定
管
理
者
の
責
任
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
の
破
産
は

一
概
に
経
営
能
力
の
問
題
と

は
言
え
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。
債
権
放
棄
に
あ
た
り
対
応

の
過
程
の
公
開
が
必
要
で
す
。

８
１
４
万
２
２
２
８
円
と
い
う

多
額
の
債
権
を
放
棄
す
る
に
あ

た
り
、
町
長
に
対
し
、
い
こ
い

の
村
、
香
木
の
森
の
交
付
金
の

金
額
設
定
の
正
当
性
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
（
株
）
雲
海
へ
の
支
援

の
妥
当
性
及
び
町
の
債
権
（
納

付
金
）
の
請
求
・
回
収
事
務
に

つ
い
て
検
証
し
、
速
や
か
に
報

告
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

　
発
議
第
一
号
は
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

た
。

(

討
論
は
７
ペ
ー
ジ
参
照)

新
た
な
事
業
を
開
始

すくすく育て！邑南っ子

議
案
第
49
号
債
権
の
放
棄
に

つ
い
て
、
令
和
元
年
度
い
こ
い

の
村
・
香
木
の
森
公
園
指
定

管
理
に
係
る
納
付
金
に
つ
い

て
、４
年
度
決
算
に
お
い
て
１
，

２
０
０
万
円
が
収
入
未
済
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
破

産
者
（
株
）
雲
海
の
破
産
管
財

人
よ
り
３
８
５
万
７
７
７
２

円
配
当
の
通
知
が
あ
り
ま
し

た
。
収
入
未
済
額
と
の
差
額

８
１
４
万
２
２
２
８
円
に
つ
い

て
不
納
欠
損
の
処
理
が
必
要
で

あ
り
、
債
権
放
棄
の
議
決
が
必

要
で
す
。

採
決
の
結
果
全
員
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。

発
議
第
１
号

議
案
第
49
号
権
利
の
放
棄
に

対
す
る
付
帯
決
議
に
つ
い
て
、

大
屋
議
員
よ
り
議
案
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。

　
権
利
の
放
棄
に
つ
い
て
、
町

長
は
検
証
す
る
と
述
べ
て
お

り
、
改
め
て
そ
れ
を
要
求
す
る

も
の
で
す
。

納
付
金
が
妥
当
で
あ
っ
た
か

疑
問
が
残
り
ま
す
。

町
か
ら
の
支
援
は
２
年
度
の
納

発
議
を
提
案
す
る
大
屋
議
員
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新しいページ割付け以前のページ割付け

　議会広報公聴常任委員会では、少しでも
読みやすい広報誌をめざしています。今回
は文字と行間を少し大きくし、段組みを６
段から５段に変更しました。

④
子
ど
も
医
療
費
の
満
18
歳
ま

　

で
の
助
成
に
つ
い
て
。

•
高
校
生
は
、
部
活
で
ケ
ガ
を

　

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
経
済

　

的
に
安
心
。

•
将
来
、
邑
南
町
に
帰
っ
て
も

　

い
い
か
な
。

•
大
し
た
病
気
や
ケ
ガ
で
な
く

　

て
も
、
病
院
へ
行
く
子
ど
も

　

が
増
え
る
の
で
は
？

　　

貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
返
答
が
必

要
な
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て

は
、
執
行
部
と
相
談
の
上
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。

道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事
業

再
々
度
の
入
札
に
向
け
設
計
変
更
進
む

石
見
中
学
校
改
築
事
業

入
学
式

間
に
合
わ
な
い

　
説
明
で
は
、
令
和
６
年
８

月
に
新
校
舎
へ
移
動
し
、
２

学
期
か
ら
授
業
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
遅
れ
る
要
因

と
し
て
は
、
万
博
な
ど
へ
の

建
設
資
材
の
集
中
に
よ
り
、

石
見
中
学
校
改
築
事
業
へ
の

納
入
が
予
定
よ
り
遅
れ
て
い

工事現場の視察を行った総務教民常任委員会

　
委
員
会
、
全
員
協
議
会
で

執
行
部
か
ら
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
国
道
整
備
、
敷
地

造
成
工
事
、
町
道
工
事
の
住

民
説
明
会
な
ど
完
了
し
て
お

り
、
今
後
地
中
熱
を
活
用
し

た
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

入
札
、執
行
を
進
め
て
い
く
。

本
体
建
築
工
事
は
２
度
の
入

札
不
調
に
よ
り
、
設
計
見
直

し
を
進
め
て
い
る
。
令
和
６

年
１
月
末
に
設
計
積
算
を
完

了
し
、
２
月
に
入
札
公
告
、

３
月
に
入
札
執
行
を
予
定
し

て
い
る
。
資
材
費
の
高
騰
な

ど
を
考
慮
し
屋
根
構
造
を
見

直
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り

工
期
の
短
縮
、
省
力
化
が
見

込
め
る
。
床
面
積
も
減
ら
す

こ
と
に
し
て
い
る
。
着
手
は

遅
れ
る
が
予
定
通
り
令
和
７

年
３
月
末
に
完
成
が
見
込
め

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
５
年
７
月
の
１
回
目
入
札

で
辞
退
し
た
業
者
へ
の
聞
き

取
り
に
よ
り
、
当
初
設
計
で

は
６
億
円
の
予
算
不
足
が
判

っ
た
と
も
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
そ
れ
に
対
し
て
議
会
か
ら

は
、
な
ぜ
そ
の
ま
ま
２
回
目

の
入
札
を
し
た
の
か
。
当
初

の
特
殊
な
屋
根
構
造
は
相
当

難
し
い
も
の
だ
と
い
う
こ
と

が
判
ら
な
か
っ
た
の
か
。
地

元
説
明
会
は
参
加
人
数
が
少

な
か
っ
た
が
周
知
は
大
丈
夫

な
の
か
。
本
体
工
事
が
さ
れ

る
の
か
不
確
実
な
中
、
ロ
ー

ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
入
札
公

告
な
ど
お
か
し
い
の
で
は
な

い
か
。
新
名
称
は
早
く
決
め

な
い
と
条
例
も
制
定
で
き

る
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
４
年
11
月
か
ら
始

ま
っ
た
基
礎
の
掘
削
工
事

で
、
当
初
の
調
査
で
は
発
見

で
き
な
か
っ
た
土
中
埋
設
物

が
見
つ
か
り
、
残
し
た
ま
ま

工
事
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

　
７
月
か
ら
の
約
５
ヶ
月
間
、
一
体
何
が
起
こ
っ
て
い

た
の
か
。
屋
根
構
造
の
見
直
し
に
よ
っ
て
予
算
内
、
期

日
内
に
完
成
も
、
再
設
計
費
は
１
７
９
０
万
円
。

ず
、
撤
去
処
分
費
が
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
埋
戻
し
土
の
軟
弱

性
が
見
つ
か
り
土
質
改
良
も

必
要
と
な
り
、
合
わ
せ
て

１
９
９
５
万
４
千
円
増
額
が

必
要
と
な
り
、
変
更
契
約
を

承
認
し
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
は
、
最
終
工
期

を
精
査
し
て
工
期
延
長
の
変

更
契
約
を
結
ば
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
最
終
工
期
の
決
定

は
い
つ
に
な
る
の
か
と
い
う

質
問
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

１
月
末
を
め
ど
に
、
確
定
す

る
予
定
で
あ
る
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
工
期
の
延
長
に
伴

い
、
重
機
の
リ
ー
ス
料
や
人

件
費
な
ど
が
増
え
る
の
は
誰

の
負
担
に
な
る
の
か
と
、
質

問
が
あ
り
、執
行
部
か
ら
は
、

＊
物
価
ス
ラ
イ
ド
を
含
め
た

清
算
変
更
と
い
う
形
を
考
え

て
お
り
、
予
算
の
範
囲
内
と

い
う
事
で
、
現
在
検
討
を
進

め
て
い
る
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

ず
、
指
定
管
理
者
が
い
つ
ま

で
も
予
定
者
と
い
う
扱
い
で

は
困
る
。
元
々
は
４
年
度
完

成
予
定
だ
っ
た
は
ず
が
、
全

体
に
流
れ
が
悪
く
完
成
が
遅

れ
て
い
る
。
執
行
部
へ
の
信

頼
も
薄
ら
ぐ
中
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
も
含
め
改
め
て
計
画
を

示
す
べ
き
等
、
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
町
長
は
、
本

体
工
事
は
こ
れ
以
上
の
迷
惑

は
か
け
な
い
。
必
ず
３
月
末

に
は
業
者
が
決
ま
り
４
月
に

は
工
事
が
始
ま
る
。
７
年
８

月
の
オ
ー
プ
ン
に
は
遅
れ
な

い
よ
う
に
す
る
。
早
い
段
階

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
。

と
答
え
ま
し
た
。

　
現
在
、
３
回
目
の
入
札

に
向
け
て
、
１
７
９
０
万

円
か
け
て
設
計
の
見
直
し

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

つ
ま
り
全
体
と
し
て
は
予

算
内
で
は
収
ま
る
が
、
当

初
の
見
込
み
の
甘
さ
が
露

見
し
た
と
い
う
事
で
す
。

　
石
見
中
学
校
の
工
期
が
、
建
設
資
材
の
納
期
が
確
定

せ
ず
、
予
定
し
て
い
た
令
和
６
年
２
月
29
日
の
工
期
に

間
に
合
わ
ず
、
延
長
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

当
初
設
計
で
は
６
億
円
足
り
な
か
っ
た
？

＊
物
価
ス
ラ
イ
ド

物
価
の
上
昇
、
下
落
に
応
じ

て
支
給
額
な
ど
が
調
整
さ
れ

る
仕
組
み
。
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プラモデル作りで移住プラモデル作りで移住
邑南町でテレワーク

高原地区　佐々木　敏影　さん

横浜から移住された佐々木敏影さん

　

横
浜
か
ら
高
原
地
区
に
移
住

し
た
佐
々
木
さ
ん
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

Ｑ
邑
南
町
に
移
住
し
た
き
っ
か

け
を
教
え
て
下
さ
い
。

　

本
業
の
デ
ザ
イ
ン
に
一
区
切

り
を
つ
け
、
プ
ラ
モ
デ
ル
製
作

に
専
念
で
き
る
環
境
を
探
し
て

い
て
、
邑
南
町
を
知
り
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

Ｑ
邑
南
町
に
移
住
を
決
め
た
理

由
は
？

　

広
い
ス
ペ
ー
ス
が
都
会
で
は

見
つ
か
ら
ず
、
複
数
の
模
型
製

作
や
原
型
製
作
な
ど
に
邑
南
町

は
最
適
で
し
た
。

Ｑ
邑
南
町
に
住
ん
で
み
て
良
か

っ
た
と
思
う
こ
と
は
？

動
画
、
チ
ラ
シ
、
看
板
な
ど
デ

ザ
イ
ン
に
ま
つ
わ
る
こ
と
は
何

で
も
制
作
し
ま
す
。
町
内
で
は

三
滝
観
音
の
看
板
も
デ
ザ
イ
ン

し
ま
し
た
。

Ｑ
テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
始
め

て
気
づ
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？

　

テ
レ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
て
も
直

接
顔
を
合
わ
す
必
要
性
が
あ
る

と
思
い
ま
し
た
。

Ｑ
今
後
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

し
て
行
き
た
い
で
す
か
？

　

デ
ザ
イ
ン
を
志
し
て
い
る
方

へ
の
相
談
や
引
き
こ
も
っ
て
い

る
人
た
ち
を
外
に
出
す
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
行
政
と
民
間
を

つ
な
ぐ
、
外
部
機
関
も
作
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
取
材
を
通
じ
て
移
住

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。
テ
レ
ワ
ー
ク
に

よ
る
地
方
移
住
の
一
例
と
し
て

発
信
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
（
聞
き
手　

野
田
佳
文
）

佐々木さんがデザインした看板

　

自
身
の
ペ
ー
ス
で

模
型
製
作
が
で
き
る

こ
と
で
、
時
間
の
経

過
が
変
わ
り
ま
し

た
。
の
ん
び
り
と
過

ご
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
プ
ラ
モ
デ
ル
を
作

る
以
外
に
ど
の
よ
う

な
生
活
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

　

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、

編
集
室
の

編
集
室
の

　
　
窓

　
　
窓

議
会
だ
よ
り
79
号
以
来
、
２

年
ぶ
り
２
回
目
の
「
編
集
室

の
窓
」
の
担
当
に
な
り
ま
し

た
。
何
を
書
こ
う
か
と
思
い
な

が
ら
、
３
年
間
の
広
報
誌
最
終

ペ
ー
ジ
を
読
み
返
し
て
み
ま
し

た
。
担
当
者
の
そ
の
時
々
の
感

じ
た
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
て
ほ

っ
こ
り
し
ま
す
。
▼
こ
れ
ま
で

の
記
事
の
中
に
、「
読
み
や
す

い
広
報
づ
く
り
」
に
つ
い
て
何

度
か
登
場
し
ま
す
。
毎
年
行
わ

れ
る
広
報
研
修
会
に
は
全
員
で

参
加
し
、
感
じ
た
こ
と
を
委
員

会
で
共
有
し
て
い
ま
す
。
め
ざ

す
は「
読
む
広
報
誌
」か
ら「
見

る
広
報
誌
」
へ
！
今
後
も
工
夫

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
▼
み
な
さ
ん
、
今
号
の
印

象
は
い
か
が
で
し
た
か
。
大
き

な
変
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

文
字
が
少
し
大
き
く
な
り
ま
し

た
よ
！
前
号
と
比
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
　
（
日
高
八
重
美　

記
）
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